
 

 2024年 3月 30日～日本初の市街地レース『フォーミュラ E東京大会』開催!! 
ここ三重県には鈴鹿サーキットがあり、モータースポーツがとても身近な地域です。今年も4月5日からの3日間、 

F1日本グランプリが開催される予定で、チケットを購入して今から楽しみにしておられる方も多いことでしょう。 

サーキットで轟音を響かせながら爆走する姿を観るのはもちろん最高ですが、この F1 グランプリの 1 週間前、

今月 30日には『フォーミュラ E東京大会』も控えています！ こちらは“日本初の市街地レース世界選手権”

と言うことで、全国規模で注目が集まっています。 

フォーミュラEの東京大会は、『ABB FIAフォーミュラE世界選手権第6戦 東京E-Prix』が正式名称です。 

F1グランプリとの大きな違いは、公道を走るということと、化石燃料を使用しない電気自動車（EV）のレースであることです。 

シリーズがスタートしたのは 2014 年。過去には佐藤琢磨や山本左近、小林可夢偉といった日本人ドライバーがスポット参戦しています。

2018年からは日産チームが参戦しており、10シーズン目の今年、初めて日本での開催が実現しました。 

市街地レースと言えば、モナコやマカオなどが有名ですが、東京 E-Prix のコースは 1 周 2.582km。東京ビッグサイト（東京国際展示場）

を囲むように設置された、18のコーナーを含む難易度の高いレイアウトになっています。 

残念ながら今大会では日本人ドライバーは参戦しませんが、ゆりかもめや東京湾などのエリアを最先端の EV レーシングカーが駆け抜ける

様子は必見です！ 予想される最高速度は、なんと 320km/hだとか。海外ではなく東京だからこそ感じられるドキドキ感、高揚感は特別

なもの。チケットはすでに予定枚数終了となっていますが、同日に東京ビッグサイトで開催される「E-Tokyo Festival 2024」に参加すれば、

パブリックビューイングで応援できますよ。子どもも大人も楽しめる、入場無料のイベントです。 

東京まで足を運べないという方は、有料のJ SPORTSの他、BSフジやTVerが無料中継予定ですのでお楽しみに！ 

 

 『クイックアシスト』で 助けられたり 助けたり（詠み人知らず） 
パソコンを使用していてトラブルが起きたり、わからないことがあった時に、頼りになる家族や友人が近くにいなくても、

リモートで助けて貰えるとありがたいですね。そんな時に役に立つのが、Windows10とWindows11に標準搭載

されている画面共有・遠隔操作ツールの『クイックアシスト』です。 

利用するために必要なものは、支援する側とされる側の双方に Windows10 もしくは Windows11 のパソコンとイ

ンターネット環境、加えて支援する側にはMicrosoftアカウントが必須です。使い方は以下の通りです。 

① 支援する側/される側ともに、[Windows]+[Ctrl]+[Q]を押して、クイックアシストを起動します（右図）。 

② 支援する側は、［一覧にないユーザーを助ける］をクリックし、Microsoft アカウントでサインインすると、6 桁

のセキュリティコードが表示されるので、支援される側に伝えます。 

③ 支援される側は、「ヘルプを見る」のコード入力欄にセキュリティコードを入力して［送信］をクリックします。 

しばらくすると「画面の共有を許可しますか？」と表示されるので、［許可］をクリックすると画面が共有されます。 

④ さらに遠隔操作をする場合は、支援する側が画面上部の［制御を要求］をクリックし、支援される側が［許可］をクリックすると、可能

になります。 

⑤ 作業が終わったら、［脱退する］をクリックすると画面共有が終了します。 

他にも似たようなツールはありますが、標準搭載アプリのためインストールの必要もなく便利です。ご利用は信頼できる相手とね！ 

 

 

★チラシ・フライヤー・会社案内・名刺など 

★デザイン制作・印刷 お任せ下さい!! 

★ホームページ制作お任せ下さい!!  

★オリジナルデザインで更新しやすいホームページを！ 

★今あるホームページの編集作業もお任せ!! 
◎ パソコン本体・周辺機器のご購入やパソコントラブル  

ご相談下さい！ 

◎ パソコン教室 無料体験実施中！ 

マデコムのFacebookへの  いいね！お待ちしております 
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